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一般会計
歳出

63億180万円

総務費
6億6,437万円

民生費　
20億9,525万円

衛生費
5億7,766万円

農林水産業費
7,610万円

商工費
1億7,402万円

土木費　
2億2,359万円

消防費
2億2,136万円

教育費
7億5,152万円

公債費
4億3,728万円

諸支出金
10億808万円

議会費　7,258万円
諸支出金：他の科目に
含まれないお金です。
基金の積立金など。公債費：町が借り入

れたお金を返済す
るために使うもの
です。

決算認定決算認定 令和６年第３回定例会 提出議案
会期は８月 30日～９月 12日
合計 26案件（報告３案件・議案 23案件）

全て可決されました。
今定例会では、

令和５年度の決算認定がされましたので
決算額などについて、ご報告いたします。

一般会計
歳入

67億634万円

町税
16億7,958万円

分担金及び
負担金
7,314万円
使用料及び
手数料
1億5,586万円
繰入金
2億6,271万円
繰越金
3億3,018万円

財産収入・寄附金・他
1億7,206万円
地方譲与税
8,392万円地方消費税交付金　2億9,911万円

地方交付税
21億6,417万円

国庫支出金
8億918万円

県支出金
4億3,592万円

町債
1億5,289万円

自
主
財
源

依
存
財
源

各交付金
8,764万円

R１

67
億
6
0
8
万
円

R３

64
億
4
8
1
2
万
円

R５

63
億
1
8
0
万
円

R４

62
億
3
1
0
7
万
円

R２

89
億
9
6
7
0
万

（億円）
100

80

60

40

20

0 （年度）

一般会計　歳出決算額の推移

衛生費：環境保全や疾病予防、
健康増進などに
使うお金です。
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令和５年度一般会計令和５年度一般会計

※�

決
算
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
内

容
は
す
が
お
11
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※�

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特別会計・企業会計決算額
会計名 歳入 歳出

特別会計

国民健康保険 16 億 8,590 万円 16 億 6,699 万円
住宅新築資金等貸付事業 540 万円 497 万円
奨学金貸与事業 368 万円 368 万円
後期高齢者医療 2 億 402 万円 2 億 166 万円
介護保険 （保険事業） 16 億 1,686 万円 14 億 9,464 万円
介護保険（介護サービス事業） 1,037 万円 528 万円

企業会計
水道事業会計 収益的収入

2 億 6,401 万円
収益的支出

2 億 3,102 万円
下水道事業会計 収益的収入

2 億 4,514 万円
収益的支出

1 億 8,970 万円

民生費：社会福祉や高齢者福祉、子育てに使うお金です。
●高齢者タクシー利用料金助成金………………………………1,057 万円
●老人憩の家改修工事……………………………………………2,028 万円
●住民税非課税世帯等臨時特別給付金…………………………1 億 7,172 万円　
　物価高騰による家計への影響が大きい住民税非課税世帯に対し給付
●板野町出産祝金…………………………………………………790 万円
●出産・子育て応援給付金………………………………………950 万円
●保育園保育棟の改修及び屋上防水改修に係る工事費………4,568 万円
●子育て世帯生活支援特別給付金………………………………745 万円
　 食費等の物価高騰に直面する低所得の子育て世帯を支援する 

取組の一つとして、住民税非課税世帯の子ども１人当たり５万円の給付金を給付

教育費：教育のために使うお金です。
●入学祝金…………………………………212 万円
　子育て支援事業の一環として、小・中学校に入学をされた児童・生徒に対し１人当たり１万円を支出
●東小学校管理棟施設改修工事…………1,376 万円
　老朽化に伴う改修
●東小学校講堂エアコン設置工事………1,623 万円
●西小学校施設等修繕料…………………450 万円
●南小学校施設等修繕料…………………249 万円
●中学校施設等修繕料……………………558 万円
●南幼稚園施設等修繕料…………………221 万円
●文化の館空調設備更新工事……………1 億 1,547 万円

土木費：公共事業のうち土木事業などに使うお金です。
●木造住宅耐震改修工事補助金………………………………570 万円
●町道等維持・整備工事費……………………………………5,643 万円
●デジタルサイネージ（電子案内板）の設置工事費………2,580 万円
　道の駅いたの駐車場に設置

商工費：商工業の振興などに使うお金です。
●あせび温泉設備工事…………………4,163 万円
　機械設備更新及び最終放流ポンプ取替え

消防費：災害の防除や減災などのために使うお金です。
●災害対策用備品購入代…………………407 万円
　避難所用に蓄電池及び充電用のソーラーパネルを購入

3 議会だより いたの 2024 年 12 月



各提出議案の詳しい内容は板野町ホームページに掲載の会議録をご覧ください。

令和６年第２回　板野町議会臨時会 ７月12日
議案４件全て可決

令和６年第３回定例会　その他の提出議案令和６年第３回定例会　その他の提出議案
令和６年度　補正予算�

会計名 補正額
一般会計（第 4 号） + ２億 5,313 万円
国民健康保険会計（第２号） + 891 万円
住宅新築資金等貸付事業会計（第１号） + 42 万円
後期高齢者医療会計（第１号） + 236 万円
介護保険会計（保険事業）（第１号） + 1 億 2,221 万円
介護保険会計（介護サービス事業）（第１号） + 509 万円

下水道事業会計（第１号） 増減はなく、科目
の組替えのみ

一般会計（第４号）
主な補正の内容と補正額

●�住民税非課税世帯等臨時特
別給付金�� �1,000 万円

●�予防接種委託料�� �495 万円

●�基金積立金�� �2 億 2千万円

　 

報
告

●
令
和
５
年
度
板
野
町
土
地
開
発
公

社
決
算
状
況
の
報
告

●
令
和
５
年
度
決
算
に
係
る
板
野

町
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
審
査
の
報
告

●
継
続
費
精
算
報
告
（
文
化
の
館

整
備
事
業
）

　 

条
例
改
正

●
板
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
被

保
険
者
証
の
新
規
発
行
が
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
に
伴
う
文
言
の

修
正
や
削
除
。

　 

板
野
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
同
意

田
中　
留
美
氏�

（
再
任
）

坂
東　
恭　
氏�

（
再
任
）

　 

補
正
予
算

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
事

業
に
係
る
給
付
金
と
し
て

５
千
３
百
万
円
を
追
加
。

　 

そ
の
他

●
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

森
林
環
境
税
を
住
民
税
に
含
め

て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
、
滞

納
整
理
機
構
へ
町
税
等
の
滞
納

案
件
と
し
て
、
徴
収
を
依
頼
す

る
た
め
の
規
約
変
更
。

●
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

上
位
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

●
令
和
６
年
度
板
野
町
健
康
の
館
改

修
工
事
に
係
る
請
負
契
約
の
締
結

指
名
競
争
入
札
会
を
実
施
し
、

落
札
業
者
と
仮
契
約
を
行
っ
た

た
め
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。

　 

板
野
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意

原　
　
俊
夫
氏�

（
再
任
）

　 

そ
の
他

●
松
茂
町
ほ
か
二
町
競
艇
事
業
組

合
規
約
の
変
更　

組
織
名
称
を
「
松
茂
町
ほ
か
二

町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
組
合
」

に
改
め
る
も
の
。

●
板
野
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第

一
攪
拌
槽
防
食
塗
装
工
事
に
係

る
請
負
契
約
の
締
結

一
般
競
争
入
札
会
を
執
行
し
、

落
札
業
者
と
仮
契
約
を
行
っ
た

た
め
、
工
事
の
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

●
水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム

購
入
事
業
に
係
る
契
約
の
締
結

物
品
等
指
名
競
争
入
札
会
を
執

行
し
、
落
札
業
者
と
仮
契
約
を

行
っ
た
た
め
、
物
品
購
入
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。
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一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
一
般

の
人
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
20
年
。
板
野

町
で
も
、
各
学
校
や
公
共

施
設
ま
た
事
業
所
に
設
置

さ
れ
て
人
命
救
助
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
う
が
、一般
市
民
に
よ
る

使
用
率
向
上
が
課
題
で
あ

る
。

　
私
は
、
町
消
防
団
第
５

分
団
の一員
と
し
て
、
講
習

を
受
け
た
が
、
手
順
ど
お

り
心
肺
蘇
生
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
勇
気
を

持
つ
こ
と
、
使
う
こ
と
が

命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
小
学
校
と
中

学
校
の
生
徒
た
ち
の
命
を

守
る
活
動
の一環
と
し
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
の
取
組
と
し
て
、

小
中
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
状
況
は
ど
う
か
。

答
大
坂
分
校
を
含
む

各
小
学
校
に
１
台
ず

つ
職
員
室
又
は
保
健
室
に

設
置
。
中
学
校
で
は
職
員

室
と
武
道
館
に
設
置
し
、

わ
か
り
や
す
く
看
板
で
設

置
箇
所
の
表
示
を
し
て
い

る
。
教
育
施
設
等
で
は
、

各
幼
稚
園
や
健
康
の
館
な

ど
に
10
台
設
置
し
て
い
る
。

な
お
、
学
校
で
は
、
不
測
の

事
態
で
こ
れ
ま
で
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
。

問
生
徒
た
ち
が
、『
こ

こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ

る
』『
こ
の
機
械
は
、
命

を
救
う
機
械
だ
』
と
し
っ

か
り
認
識
で
き
る
取
組
も

し
て
い
る
と
思
う
が
、「
教

職
員
の
方
を
対
象
と
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生

実
技
講
習
の
実
施
状
況
」、

「
生
徒
へ
の
啓
発
と
講
習
」

は
ど
う
い
う
状
況
か
。

答
実
際
の
使
用
で
は
、

命
に
関
わ
る
非
常
に

緊
迫
し
た
状
況
が
想
定
さ

れ
る
。

　
各
小
学
校
で
は
、
毎
年
、

西
部
消
防
署
の
方
な
ど
か

ら
、
６
年
生
と
教
職
員
・

保
護
者
を
対
象
に
使
用
方

法
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
講
習
会
を
行
って
い
る
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
、

教
職
員
は
講
習
会
な
ど
で

訓
練
を
重
ね
、
２
年
生
は

保
健
体
育
の
授
業
で
心
肺

蘇
生
の
中
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ

い
て
学
習
を
し
て
い
る
。

問
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
校
で
は
、

部
活
動
を
し
て
い
る
生
徒

た
ち
が
数
多
く
い
る
。
部

活
動
ご
と
に
講
習
の
機
会

も
今
後
検
討
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
今
後
も
、
不
測
の

事
態
に
対
応
で
き
る

よ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
日
常
点
検

を
徹
底
す
る
。
教
職
員
は
、

緊
急
時
で
も
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
た
め
訓
練

の
頻
度
を
上
げ
、
使
用
方

法
・
手
順
な
ど
を
再
確
認

し
、
緊
急
時
の
実
践
力
の

向
上
を
図
って
い
く
。

　
ま
た
、状
況
に
よ
って
は
、

先
生
が
い
な
い
場
合
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
６
年
生

の
児
童
及
び
生
徒
を
対
象

に
今
後
も
機
会
を
捉
え
、

実
践
的
な
講
習
な
ど
を
実

施
し
、
不
測
の
事
態
に
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

「いざ」の時、
行動ができる訓練を！

質問事項：小中学校でのＡＥＤについて

楠
くす
本
もと
　千

ち
�議員

ぐさ

一　般　質　問

5 議会だより いたの 2024 年 12 月



一　般　質　問

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
新
ご
み
処
理
施
設

の
完
成
予
定
は
２

年
８
か
月
先
と
な
り
、
運

営
費
等
も
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
板
野
町
の

可
燃
ご
み
の
総
重
量
は
３
，

８
３
５
ｔ
と
聞
い
て
い
る

が
、
ご
み
の
分
別
・
リ
サ

イ
ク
ル
・
減
量
に
つ
い
て
、

お
伺
い
す
る
。
分
別
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
で
、

可
燃
ご
み
の
削
減
を
図
る

観
点
か
ら
板
野
町
に
お
い

て
は
、
回
収
団
体
へ
の
報

奨
金
制
度
が
あ
る
が
、
現

状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
説
明
を
求
め

る
。答

資
源
ご
み
回
収
団
体

へ
の
報
奨
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
平
成
４
年
度
か

ら
報
奨
金
交
付
を
し
て
い

る
。
ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
目
的

と
し
、
町
内
に
25
団
体
が

報
奨
金
制
度
を
利
用
し
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
全

て
の
品
目
で
１
ｋｇ
当
た
り

５
円
、
報
奨
金
の
値
上
げ

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
減
量
の
観
点
か
ら
、

生
ご
み
は
可
燃
ご

み
の
中
で
約
40
％
を
占
め

て
お
り
、
大
半
が
水
分
と

認
識
し
て
い
る
。
板
野
町

で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購

入
補
助
事
業
を
行
い
、
乾

燥
さ
せ
て
可
燃
ご
み
肥
料

と
し
て
い
る
が
、
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
、
説
明
を

求
め
る
。

答
生
ご
み
処
理
機
購

入
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
12
年
の
制

度
開
始
か
ら
現
在
ま
で

１
８
７
台
の
申
請
を
頂
き
、

２
７
４
万
７
，１
５
７
円
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
補
助
金

額
の
引
上
げ
を
行
い
、
電

気
式
は
購
入
金
額
の
３
分

の
２
、
上
限
３
万
円
と
し
、

屋
外
据
置
式
本
体
も
、
購

入
金
額
の
３
分
の
２
を
補

助
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。問

新
ご
み
処
理
施
設

の
整
備
が
整
う
ま

で
の
間
に
、
ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
の
方
針

に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め

る
。答

令
和
７
年
８
月
以

降
、
１
市
２
町
で
集

め
た
ご
み
を
県
外
へ
搬
出

し
、
処
理
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

第
五
期
徳
島
県
廃
棄
物

処
理
計
画
で
は
、
県
の
目

標
値
は
、
家
庭
用
ご
み
量

が
一
人
１
日
当
た
り
６
０
５

ｇ
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

板
野
町
か
ら
搬
出
さ
れ
た

一
般
家
庭
の
ご
み
量
は
３
，

０
５
７
ｔ
で
、
町
民
一
人
１

日
当
た
り
約
６
４
７
ｇ
と

な
る
。
県
の
目
標
値
の

６
０
５ｇ
ま
で
町
民
一
人
１

日
約
40ｇ
削
減
で
き
れ
ば
、

年
間
で
約
２
０
０
ｔ
の
削
減

と
な
る
。

　

資
源
ご
み
回
収
団
体
報

奨
金
制
度
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
様
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
制
度

の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
板
野
町
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
に
つ
い
て

一人一日40gで
年間 200ｔ削減！

質問事項：�ゴミの減量と�
リサイクル活動強化について

太
おお
田
た
　良
よし
和
かず
�議員
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一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
文
部
科
学
省
で
は
、

学
校
が
地
域
住
民

と
と
も
に
目
標
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
地
域一体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育

む
た
め
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

学
校
運
営
協
議
会
制
度
を

制
定
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
経
験
や
様
々
な
出

会
い
を
増
や
し
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
に
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
が
で
き
て
い
る

か
。答

学
校
運
営
協
議
会

は
、
教
職
員
及
び

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
学
識
経

験
者
・
各
種
団
体
の
代
表

な
ど
で
構
成
。
各
幼
稚
園・

小
学
校
は
合
同
、
中
学
校

は
単
独
で
、
年
２
回
、
学

校
運
営
協
議
会
を
開
催
し

て
い
る
（
コ
ロ
ナ
禍
は
書

面
開
催
）。
園
長
・
校
長

か
ら
学
校
運
営
方
針
や
教

育
活
動
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
運
営
協
議
会
委
員
か

ら
意
見
や
要
望
を
聞
き
学

校
運
営
や
教
育
活
動
に
い

か
し
、
次
年
度
の
学
校
運

営
な
ど
に
も
反
映
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

問
県
外
で
は「
芸
術

士
」
と
呼
ば
れ
る

専
門
職
が
定
期
的
に
教
育

機
関
を
訪
問
し
、
様
々
な

芸
術
活
動
を
活
性
化
さ
せ

て
い
る
例
も
あ
る
。
芸
術

的
情
操
教
育
に
力
を
入
れ

る
こ
と
で
、
豊
か
な
感
性

や
個
性
・
想
像
力
な
ど
を

育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
想
像
力
に
自
信
を
持

ち
、
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
力
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
。
単
発
の
取
組
に
終

始
す
る
こ
と
な
く
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
た
継
続

的
な
取
組
が
必
要
。
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
活
用

し
、
地
域
の
豊
か
な
人
材

か
ら
知
恵
や
力
を
借
り
、

更
に
活
性
化
し
て
い
く
予

定
は
あ
る
か
。

答
情
操
教
育
の
一
環

と
し
て
既
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
小
学
校
で

は
演
劇
公
演
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
壁
画

制
作
な
ど
を
予
定
。
中
学

校
で
は
、
地
元
メ
ー
カ
ー

と
連
携
し
た
ケ
ー
キ
開
発

を
行
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
戦
略

な
ど
を
学
び
「
文
部
科
学

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
。
自

己
肯
定
感
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

に
も
「
コ
ン
サ
ー
ト
」
や

「
邦
楽
体
験
」「
阿
波
木で

偶こ

箱
ま
わ
し
」
な
ど
を
計
画
。

今
年
度
の
行
事
は
既
に
決

定
し
て
い
る
た
め
、
令
和

７
年
度
に
お
い
て
学
校
側

で
精
査
し
、
運
営
協
議
会

で
も
意
見
を
聞
き
、
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
防
災
情
報
の
L
I
N
E

活
用
に
つ
い
て　

子どもたちの
想像力を育む教育を！

質問事項：�学校運営協議会制度の�
活用について

藤
ふじ
田
た
　千

ち
穂
ほ
�議員
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一　般　質　問

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
お
む
つ
支
給
に
つ
い

て
は
、
介
護
施
設

に
入
所
す
れ
ば
、
お
む
つ

は
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
る
。
し
か
し
、
在
宅
介

護
で
は
支
給
さ
れ
な
い
。

こ
こ
を
何
と
か
改
善
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
お
む
つ
は
、
１

か
月
、
幅
は
あ
る
が
約
６
，

０
０
０
円
か
ら
１
万
円
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
第
９
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
及
び
福
祉
計
画
の

中
で
、
各
種
調
査
の
結
果

が
出
て
お
り
、
在
宅
介
護

で
は
、
主
な
介
護
者
の
本

人
と
の
関
係
で
は
、「
子
」

が
45
・
６
％
と
最
も
多
く
、

そ
の
介
護
者
の
勤
務
形
態
が

「
働
い
て
い
な
い
」
が
55
・

１
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
、
年
金
の
こ
と
も
別
途

調
べ
て
み
る
と
、
令
和
４

年
度
の
国
民
年
金
支
給
額

は
、
平
均
月
額
で
５
万
６
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
高
齢
者
を
抱

え
る
子
ど
も
さ
ん
に
と
っ

て
も
生
活
は
厳
し
い
状
況

が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、「
家

族
介
護
支
援
事
業
実
施
要

綱
」
の
中
で
、
要
介
護
４

若
し
く
は
５
と
判
定
さ
れ

た
人
に
対
し
て
は
、
購
入

費
の
助
成
が
あ
る
。
紙
お

む
つ
・
尿
取
り
パ
ッ
ド
な
ど

が
対
象
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
要
件
で
あ
る
要
介
護

３
か
ら
５
を
受
け
た
非
課

税
世
帯
に
対
し
て
も
、
紙

お
む
つ
の
支
援
は
し
て
は

ど
う
か
。

答
町
で
は
、
要
介
護

４
及
び
要
介
護
５

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
非
課
税
世
帯
、
御
家
族

の
身
体
的
・
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
在
宅
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
板
野
町
家
族
介
護
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
紙
お
む
つ
な
ど
の
介

護
用
品
の
購
入
助
成
を
年

６
万
円
を
限
度
に
行
っ
て

い
る
が
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
と
、
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
事
業
を
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
介
護
保
険
で
も
施

設
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
要

件
の
緩
和
を
し
て
い
る
。

　

介
護
保
険
で
給
付
を
行

う
場
合
、
掛
か
っ
た
費
用

の
12
・
５
％
が
町
負
担
と

お
お
む
ね
決
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
の
事
業
で
行
う
場

合
、
国
や
県
の
補
助
は
な

く
、
全
額
町
負
担
と
な
る
。

要
介
護
３
の
方
に
要
件
を

引
き
下
げ
た
場
合
の
影
響

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
、
ま
た
、
他
市
町
村
の

動
向
も
見
な
が
ら
、
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
高
齢
者
の
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て

●
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
●
板
野
町
の
歴
史
・
文
化

に
つ
い
て

石
いし
田
だ
　実

みのる
�議員

質問事項：�要介護認定者への�
おむつ支給について

要介護認定者へ
おむつの支援を！
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一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
ご
み
処
理
施
設
閉

鎖
か
ら
新
施
設
稼

働
ま
で
の
約
３
年
間
の
ご

み
処
理
に
つ
い
て
検
討
が

さ
れ
て
き
た
が
、
中
央
広

域
環
境
施
設
組
合
が
行
っ

た
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
の
公
示
に
対
し
、
唯
一
、

応
募
の
あ
っ
た
ジ
ェ
ム
カ
事

業
グ
ル
ー
プ
が
積
替
保
管

施
設
整
備
事
業
を
担
う
こ

と
に
決
定
し
た
。
公
募
前

に
ジ
ェ
ム
カ
に
お
願
い
し
て

行
っ
た
と
い
う
事
前
見
積

は
、
私
が
ジ
ェ
ム
カ
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
組
合
側

か
ら
上
限
額
の
提
示
を
受

け
、
そ
れ
以
内
で
見
積
り

を
行
っ
た
と
回
答
を
受
け

た
。
ジ
ェ
ム
カ
事
業
グ
ル
ー

プ
は
、
三
つ
の
会
社
の
事

業
体
だ
が
、
各
々
３
社
に

個
別
に
事
前
見
積
を
お
願

い
し
た
の
か
。

答
３
社
に
個
別
に

行
っ
た
も
の
で
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

再
問
見
積
額
が
適

正
で
あ
る
と

判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で

間
違
い
な
い
か
。

答
当
然
、
正
確
な
、

正
当
な
理
由
と
考

え
る
。

問
四
国
合
同
通
運
株

式
会
社
が
担
う
運

搬
業
務
費
用
に
つ
い
て
、

２
年
８
か
月
で
17
億
８
１
０
万

６
，
４
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
１
台
１
回
い
く
ら

の
金
額
で
積
算
し
て
い
る

の
か
。

答
ご
み
の
運
搬
・
処
理

費
用
と
し
て
、
年

間
11
億
６
，
８
６
０
万
円

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定

し
、
事
業
者
選
定
の
手
続

を
進
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

再
問
計
算
し
て
み

た
と
こ
ろ
、

ト
ラ
ッ
ク
が
１
回
、
山
口

に
行
く
の
に
40
万
ぐ
ら
い

の
金
額
に
な
る
。
非
常
に

高
い
と
感
じ
る
が
適
正
価

格
な
の
か
。

答
17
億
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
上
限

と
し
て
11
億
６
，
８
６
０

万
円
の
債
務
負
担
行
為
を

設
定
し
て
い
る
。

問
全
員
協
議
会
で
頂

い
た
資
料
に
は
、

17
億
と
書
い
て
い
た
が
、

内
訳
な
ど
疑
問
が
湧
い
て

き
た
の
で
、
次
の
機
会
に

質
問
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
６
月
の
議
会
で
可
決
さ

れ
た
補
正
予
算
に
、
積
替

保
管
施
設
整
備
事
業
に
係

る
車
両
確
保
費
が
入
っ
て

い
た
が
、
詳
細
が
わ
か
ら

な
い
。
阿
波
市
・
上
板
町
・

板
野
町
合
わ
せ
て
１
億
４
，

３
０
０
万
円
の
車
両
確
保

費
は
、
ど
の
会
社
に
、
ど

の
名
目
で
支
払
う
の
か
。

車
両
の
購
入
費
な
の
か
、

リ
ー
ス
料
な
の
か
、
内
訳

は
。答

事
業
者
に
よ
り
車

両
確
保
の
方
法
は

異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

費
用
の
上
限
を
設
け
る
に

と
ど
め
、
運
営
方
法
は
事

業
者
の
提
案
に
よ
る
も
の

と
し
て
い
る
。

問
１
億
４
，
３
０
０
万

円
が
何
に
使
わ
れ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま

だ
が
、
こ
の
額
を
上
限
と

し
て
、
こ
れ
よ
り
安
い
場

合
も
あ
る
の
か
。

答
こ
の
事
業
は
中
央

広
域
環
境
施
設
組

合
が
主
体
と
な
っ
て
お

り
、
答
弁
と
し
て
は
先
ほ

ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
。

そ
の
他
の
質
問

●
板
野
町
の
盛
土
造
成
地

の
地
盤
調
査
に
つ
い
て

運搬費用に不信感、
不透明な事業！

三
み
原
はら
　大
だい
輔
すけ
�議員

質問事項：�中央広域環境施設組合積替保管�
施設整備事業について
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中
央
広
域
環
境
セ

ン
タ
ー
の
積
替
保

管
施
設
に
つ
い
て

積
替
保
管
施
設　

優
先
交
渉
権
者
決
定

　

新
ご
み
処
理
施
設
を
令

和
９
年
度
末
、
整
備
工
事

試
運
転
の
完
了
予
定
ま
で

の
間
、
現
施
設
を
積
替
保

管
施
設
と
し
て
施
設
外
搬

出
を
行
う
積
替
保
管
施
設

整
備
等
の
た
め
、
公
募
型

全
員
協
議
会
報
告

全
員
協
議
会
報
告

●ジェムカ事業グループ　
　ジェムカ㈱（山口県萩市）……代表企業・運転 ･ごみ処理業務
　松村建設㈱（山口県萩市）……改造工事の設計及び施工
　四国合同通運㈱（阿波市）……ごみ運搬業務

●見積金額の業務別内訳
　改造工事（設計・施工）　　　　２億４８百万円
　運営業務　　　　　　　　　　３４億４４百万円
　　運転業務（積替保管施設の運転・維持管理）� ２億９百万円
　　ごみ運搬業務� １７億８百万円
　　ごみ処理業務� １３億８４百万円
　　車両確保費（準備経費）� １億４３百万円

計画費（４４百万円） 平等割（３町で均等）
用地費（３８百万円） 石井町全額負担

施設整備費（３２億円）
平等割 20％　
人口割 50％　
単独炉数割 30％

施設運営費
（施設整備後）

平等割 20％
利用者割 80％

周辺整備費
（上限 施設整備費の２割）

神山町・板野町で負担
平等割 20％
人口割 50％
単独炉数割 30％

広
域
斎
場
（
石
井

町
・
神
山
町
・
板

野
町
）
に
つ
い
て

広
域
斎
場
の
整
備
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

　

３
町
で
計
画
し
て
い
る

広
域
火
葬
を
行
う
斎
場
の

整
備
と
管
理
運
営
に
関
す

る
事
務
を
行
う
上
で
の
、

基
本
的
事
項
を
定
め
る
協

定
を
、
令
和
６
年
８
月
19

日
に
締
結
を
し
た
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

◎�

予
定
事
業
費
と
負
担
割

合
は
次
の
と
お
り

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
、
優
先
交
渉
権
者
に
、

ジ
ェ
ム
カ
事
業
グ
ル
ー
プ

が
決
定
し
た
経
緯
の
報
告

本
町
の
今
後
の
災

害
対
応
に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
を
受
け
、
迅
速
に
対
応　

　

令
和
６
年
８
月
８
日
に

日
向
灘
を
震
源
と
し
た
震

度
６
強
の
地
震
が
発
生
。

　

気
象
庁
か
ら
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表

さ
れ
、
板
野
町
で
は
、
防

災
計
画
に
基
づ
き
準
備
体

制
を
整
え
情
報
収
集
等
の

対
応
を
し
、
気
象
庁
か
ら

の
巨
大
地
震
警
戒
の
発
表

後
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
避
難
場
所
や
経
路

の
確
認
、
家
具
の
固
定
、

非
常
持
ち
出
し
袋
の
確
認

に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
行
政
無
線
な
ど
で
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
防
災
担
当
課
は
、

備
蓄
品
の
確
認
、
常
に
公

用
車
の
燃
料
を
満
タ
ン
に

す
る
な
ど
の
対
応
を
行
い

ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

も
、
避
難
所
の
確
認
な
ど

の
問
合
せ
も
多
く
あ
り
、

持
ち
出
し
袋
の
中
身
の
確

認
が
で
き
た
と
い
う
お
声

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
議
会
で
、
水
循
環
型

シ
ャ
ワ
ー
セ
ッ
ト
の
購
入

予
算
を
計
上
し
、
備
蓄
に

備
え
て
い
く
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

◎�

優
先
交
渉
権
者
・

見
積
金
額
は
次

の
と
お
り

中央広域環境センター
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板野町議会では、電子データを用いた会議システムを利用し、タブレット端末の導入を進めています。
これまでの導入に向けての取組や、進捗状況などをお知らせします。

議会ペーパーレス会議システム導入事業のための予算が可決されました。

　７月 16 日、公募型プロポーザル方式（提案を募集し、その中から最適な事業者を選定
する方式）により事業者を選定するため、プレゼンテーション及びヒアリング審査を実施
しました。審査の結果、株式会社ＮＴＴデータ四国を選定し、７月 22 日付けで契約を結
びました。

１０月１日、タブレットが納品されました。

　県内では、すでに 24市町村の内 13市町村が
導入しております。また、3市町が来年度中に
導入予定です。
　板野町では今後、タブレット使用方法などに
ついて研修を行い、実際に議会で運用するため
の準備を進めていきます。

左：iPad�Air
　　（13.0 インチWi-Fi モデル）
右：iPad
　　（10.9 インチWi-Fi モデル）

台数：計 31台
　　　�（議員 12 台、監査委員１

台、理事者側 16 台、事務
局２台）

価格：iPad 本体とペンシル等そ
の他必要となる備品の購入代金、
本体設定や研修費等の作業費な
ど、導入業務に係る費用全て合
わせて 430 万円

令和 6年第 1回定例会で予算可決

公募型プロポーザル方式により事業者を選定

タブレット納品

ペーパーレス化で経費削減！議会を更に活性化・効率化！

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

●経費の削減　紙代や印刷代が削減できます。環境負荷の低減にも役立ちます。
●議員活動の充実　情報の収集や共有が容易になり議員活動の幅が広がります。
●議会や委員会等での運用
　�情報収集力の向上により、より深い議論に繋がります。紙の資料が電子化され利便性・視
認性が向上します。災害や感染症発生時など、緊急時のオンライン会議にも対応すること
が可能となります。
●議会事務の効率化　事務局との連絡・通知の即時共有化などに役立ちます。

11 議会だより いたの 2024 年 12 月



７
月

４
日�

徳
島
板
野
西
部
防
犯
連
合
会

�

板
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

５
日�

議
会
運
営
委
員
会

10
日�

徳
島
県
環
状
線
期
成
同
盟
会
総
会

11
日�

図
上
訓
練

12
日�

第
２
回
臨
時
会

30
日�

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会　
定
期
総
会　

８
月

１
日�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

２
日
～
３
日

�

四
国
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
員
連
盟
総

会（
愛
媛
県
）

５
日�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会　

全
員
協
議
会
・
定
例
会　

６
日�

松
茂
町
ほ
か
２
町
競
艇
事
業
組
合　

記
念

レ
ー
ス

�

板
野
郡
議
長
会
定
例
会
・
意
見
交
換
会

８
日�

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修

20
日�

給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

�

徳
島
道
４
車
線
化
要
望
活
動
（
東
京
都
）

21
日�

四
国
新
幹
線
要
望
活
動
（
東
京
都
）

22
日�

議
会
運
営
委
員
会

26
日
～
28
日

�

松
茂
町
ほ
か
２
町
競
艇
事
業
組
合
議
会
議

員
視
察
研
修

29
日�

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合　
臨
時
会

30
日�
９
月
議
会
定
例
会
１
日
目
（
開
会
・
町
長
提

案
理
由
説
明
等
）９

月

２
日�

厚
生
常
任
委
員
協
議
会

３
日�

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

６
日�

総
務
文
教
常
任
委
員
協
議
会

11
日�

９
月
議
会
定
例
会
２
日
目
（一般
質
問
・
議

案
審
議
）

12
日�

９
月
議
会
定
例
会
３
日
目
（
議
案
審
議・閉
会
）

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

16
日�

板
野
町
敬
老
会

24
日
～
25
日

�

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
（
愛
媛
県
）����

議
会
の
う
ご
き
・
出
席
行
事
等

［発行］板野町議会　［編集］議会広報特別委員会　〒 779-0192　徳島県板野郡板野町吹田字町南 22-2
☎（088）672-5991　Fax（088）672-1115　【E-mail】gikai@town-itano.i-tokushima.jp

 
議
長
全
国
要
望
活
動

　
（
高
速
道
路
４
車
線
化
・

�

四
国
新
幹
線
）　

　

８
月
20
日
、
東
京
都
の
都
道

府
県
会
館
で
「
徳
島
自
動
車
道

等
整
備
促
進
決
起
大
会
及
び
要

望
活
動
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、

徳
島
自
動
車
道
４
車
線
化
な
ど

の
早
期
実
現
に
向
け
、
県
の
総

意
で
ま
と
め
ら
れ
た
決
議
が
採

択
さ
れ
実
施
計
画
の
早
期
策
定

や
予
算
確
保
を
訴
え
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
四
国

新
幹
線
整
備
促
進
期
成
会�

第
６

回
東
京
大
会
」
に
出
席
。
四
国

へ
の
新
幹
線
整
備
の
早
期
実
現

に
向
け
、
要
望
活
動
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

 

板
野
町
敬
老
会

　

９
月
16
日
、
文
化
の
館
さ
く

ら
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
板
野
町

敬
老
会
が

開
催
さ

れ
、
来
賓

で
出
席
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

 

徳
島
県
町
村
議
会

�

議
員
研
修　

　
８
月
８
日
、徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
で
「
徳
島
県
町
村

議
会
議
員
研
修
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会

で
は
、
二
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
、

元
陸
上
幕
僚
長
の
岩
田
清
文
氏

に
よ
る
講
演
「
台
湾
・
日
本
有

事
に
備
え
、
戦
争
を
抑
止
す
る
」

と
、
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
の

新
川
達
郎
氏
に
よ
る
講
演
「
災

害
時
に
お
け
る
議
会
の
役
割
」

を
聴
講
し
ま
し
た
。

傍
聴
の
ご
案
内

　
定
例
会
は
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
に
開

催
し
ま
す
。
議
場
で
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い

る
の
か
、
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。
お
問
合
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
。

�

電
話 

０
８
８
（
６
７
２
）
５
９
９
１

議
会
だ
よ
り
意
見
募
集

　

議
会
だ
よ
り
を
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
す

る
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
ご
意
見
い
た
だ
け

る
方
は
、
下
記
の
連
絡
先
（
電
話
・
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
ま
で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
、
新
た
な
議
員
構
成
で
議
会
が
始

ま
り
、
は
や
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
新
人

の
私
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
山
積
み
で
す
が
、
議
会
の
１
年
の
流
れ

を
通
じ
て
、
町
の
動
き
や
携
わ
る
方
々
の

動
き
が
や
っ
と
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
議
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
て
い
る
の
か
、
伝
わ
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
に
な
る
よ
う
小
さ
な
工
夫
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
紙
す
が
お

と
併
せ
て
毎
号
お
目
通
し
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

�

議
会
広
報
特
別
委
員　
藤
田　
千
穂

記後集編
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